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科目名 特別演習（卒業必修） 

授業形態 演習 学年 2 

開講時期 2021 年度 前期～後期 単位数 2 

担当教員 久保 美由紀 

内容および計画  履修者一人ひとりが、関心をもつ生活問題・福祉問題について①調べること、②まとめること、③報告す

ることを通して、研究的思考を身に付けていけるよう意識して取り組む演習です。また、「現場」に出向き

「現場」から学ぶことにより、生活問題・福祉問題の実態を知ることも大切な機会ですので、可能な限りフ

ィールドに出る時間を確保して取り組みます。さらにこれらの活動を最終的には、卒業論文等何かしらの冊

子としてまとめ上げ、一つの成果とします。 

１ 演習クラス運営に関する話し合い 

２ 各自の問題関心についての報告① 

３ 各自の問題関心についての報告② 

４ フィールドワーク実践に関する打ち合わせ① 

５ フィールドワーク実践の企画案の作成① 

６ フィールドワーク実践の企画案の作成② 

７ フィールドワーク実践に関する打ち合わせ② 

８ フィールドワーク実践の企画案の修正 

９ フィールドワーク実践の実施準備① 

１０ フィールドワーク実践の実施準備② 

１１ 卒論・レポートの書き方についての学習 

１２ 各自の問題関心についての報告③ 

１３ 各自の問題関心についての報告④ 

１４ フィールドワーク実践① 

１５ フィールドワーク実践のふりかえり① 

１６ フィールドワーク実践② 

１７ フィールドワーク実践のふりかえり② 

１８ フィールドワーク実践③ 

１９ フィールドワーク実践のふりかえり③ 

２０ 各自の問題関心にもとづく取り組み状況の報告① 

２１ 各自の問題関心にもとづく取り組み状況の報告② 

２２ フィールドワーク実践に関する打ち合わせ③ 

２３ フィールドワーク実践の企画案の作成③ 

２４ フィールドワーク実践の実施準備③ 

２５ フィールドワーク実践④ 

２６ フィールドワーク実践のふりかえり④ 

２７ まとめの執筆内容の確認、執筆① 

２８ まとめの執筆内容の確認、執筆② 

２９ まとめの執筆内容の確認、執筆③ 

３０ まとめの執筆内容の確認、執筆④ 
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初回時に話をします。 

参考書 適宜紹介します。 

成績評価 

評価方法 割合(%) 

卒業論文等の執筆・提出 50 

課題への取り組み状況 50 

  

  

  

  

 

学習到達目標 研究的思考を身につけられるよう、各自が主体的に取り組む。 

成果として卒業論文等の冊子を完成させる。 

先修条件  

実務経験  

その他 必要に応じ、時間割上に設定されている時間以外の活動もあります。また、自らで考え、行動することを基

本としながら学習するよう心がけてください。 

 


